
収量を高める、
ワンショット・ブースター！

穀物の登熟を増進する バイオスティミュラント資材

わずか1回の散布で、
光合成産物の実への転流と実の肥大を促進します。
昨今の厳しい環境ストレスの中でも、穀物の登熟を促進させ、
収量・品質の維持や向上が期待できるバイオスティミュラント資材です。

総輸入元

収量・品質の維持や向上が期待できるバイオスティミュラント資材です。収量・品質の維持や向上が期待できるバイオスティミュラント資材です。



【 製品概要 】
肥料登録：液状肥料（輸第107606号）
施肥方法：葉面散布
希釈倍率：500～1,000倍
使用量：原液100～200㎖/10a/回
使用回数：1～2回/作

1:1: 11回の葉面散布で効果を発揮回の葉面散布で効果を発揮
様々な植物生理活性に好影響を与える海藻エキスと2種類の植物抽出物
（イネ科、アカザ科）を主原料とした葉面散布用液肥で、1回の葉面散布で
効果を発揮します。葉面散布後、植物体内に取り込まれれば、収穫までバ
イオスティミュラントとしての効果が持続します。

3: 植物ホルモンのバランスを調整3: 植物ホルモンのバランスを調整
植物ホルモン（オーキシンとサイトカイニン）のバランスを調整し、実の適
切な発達と成熟を促進させます。
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※オーキシン：根・葉・花などの器官形成に関与　サイトカイニン：細胞分裂の促進に関与
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■使用地：北海道日高町　
■品種：ゆめぴりか　
■使用量：200㎖/10a・回　
■散布時期：7/29（出穂期）　
■農薬混用：なし　
■収量調査：9/9
■タンパク質値（％）：対照区7.3、YO区6.8
■食味値:対照区76、YO区82

水稲 ◎一穂籾数の増加

9/9時点（収穫直前）
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■使用地：北海道網走市　
■品種：ユキホマレ　
■使用量：200㎖/10a・回
■散布時期：着莢始期　
■農薬混用：あり　
■収量調査：10/6

10/6時点（収穫直前）

対照区 イールダーワン区
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※上記分析には静岡製機食味分析計
　TM3500を使用

大豆 ◎稔実莢数＆百粒重の増加

登熟促進により仕上りが
早まる傾向あり

●農薬との混用事例もありますが、農薬混用の際は事前に少
量混用試験を行い、散布に問題ないことをお確かめください。

●強アルカリ性資材（石灰硫黄合剤等）、銅剤との混用散布は
避けてください。

●幼児の手の届かないところに保管してください。誤って飲み
込んだ場合、直ちに医師の診断を受けてください。

●施肥作業後は、洗顔やうがいをし、皮膚等への付着物を洗
い流してください。
●開封後は短時間で使い切ってください。開封後に保管する
場合、密閉して直射日光を避け、乾燥した場所で保管してく
ださい。

●散布溶液を作成した場合、当日中にご使用ください。

期待される効果散布回数散布量
(㎖/10a/回）使用時期 散布方法作物名

トウモロコシ
(スイートコーン)

本葉：
4～6葉期 200 1回 雌穂の肥大促進、

登熟向上による増収

秋小麦
開花始期

葉面散布
（ブームスプレーヤー等）

空中散布
（ヘリ、ドローン等）

200 1回 精麦歩合および
千粒重の増加による増収春小麦

大豆
着莢始期

100～200 1～2回
稔実莢数、
100粒重の増加による増収小豆

水稲 穂ばらみ期
～出穂始期

精玄米歩合および
千粒重の増加による増収

【 植物の体内イメージ 】

イールダーワンの特長

使用上の注意

使用方法

詳しい
製品情報は
こちら！

2: 転流＆栄養輸送をダブルで促進2: 転流＆栄養輸送をダブルで促進
光合成により、葉でできた糖類などが登熟過程の実への輸送（転流）を促
進させます。植物の発育と代謝に必要な硝酸態チッソ、微量要素（マンガ
ン・亜鉛・銅等）の吸収と植物体内での輸送（転流）を促進させ、同時にリン
酸の吸収と利用効率も高まります。


